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１. 芸術文化プロジェクトによる授業〈PAC〉2001 年 
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第二章	 アーティスト・イン・レジデンスによる芸術活動・芸術教育実践	  
第一節 活動の背景 
１. フランスの芸術文化教育構想 
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Ⅲ 問題の所在と研究の課題（序章の要約） 
 
本研究は独自の方針に基づいて実施されているフランスの芸術教育について、理論並び
に制度的な展開を軸に考察し、その特質を解明するものである。それはわが国の芸術教育に
求められる「理論基盤の形成」にとって意義あることと考える。わが国の芸術教育について
小松（2018,p8-9）はアメリカやイギリスの例と対比させながら、ディシプリンを持たずに
「子どもの自由な表現ということ以外に拠って立つ基盤がないままに進行した」が故に「人
間形成にとって美に関する教科の理念や目的が不安定」であると指摘している1。また、わ
が国のみならず国際的な動向としても、2000 年の OECD による PISA 調査導入以降、授業
時間数の削減2といった軽視傾向が加速したが、その要因の一つに芸術教科と PISA 型学力
との折り合いの悪さが挙げられる。このような芸術教育のわが国および国際的な現状をふ
まえて、論者はフランスの芸術教育の動向とその理論基盤に着目をする。 
	 フランスにおいては、1980 年代に数々の文化施策が講じられたにも関わらず改善のみら
れない芸術教育への対策として、1988 年に「芸術教育に関する法律」（芸術教育法）が制定
されるに至ったが、永島（2004,p35-47）は、この「芸術教育法」に着眼し、芸術教育の法
的基盤に関する研究を行っている。また、結城（2013, p73）は 2008 年から 2010 年にかけ
て新たに義務教育の必修科目となった「芸術史」に着眼し、「児童中心主義を基本」とした
わが国の鑑賞教育に対して、「知識中心主義による学術的な芸術作品の理解」がフランスの
鑑賞教育のねらいであるとしている。これらの研究はフランスの芸術教育の展開を考察す
る上で、重要な視点を与えるものであるが、制度的側面からの解明にとどまり、制度上に表
出する理念を基盤で支える教育理論については論じられていない。今日、フランスの芸術教
育は学校教育の中心的存在としての責務を担っているといえるが、それは確固たる理論に
支えられた施策とその制度化の実現にある。本稿ではその芸術教育の成立経緯、それに伴う
教育学的理論と実践を解明していく。 
	 一般的に芸術教育という呼称では、二つの異なる教育が言及される。一つ目は芸術家やク
リエイター養成を目的とする「芸術のための教育」である。二つ目は就学前を含む学校教育
において実践される「芸術による教育」である。そこでは芸術的な感性や情操といった人間
形成が目的とされ、その方法および内容の質と妥当性が問われることになる。フランスにお
いては 1980 年代以降、この「芸術による教育」のあり方を模索するなかで、「芸術による
教育」が安易に芸術を「手段としての芸術」に陥れてしまわないように注意が向けられてき
た3。この芸術の自律性こそが教育力であるという信念は、芸術教育おけるアーティストの
                                                        
1 小松佳代子（2018）『美術教育の可能性−作品制作と芸術的省察』,勁草書房 
2 わが国では、昭和 52 年（1977 年）の学習指導要領改訂以来、小学校における芸術教科（図画工作と音
楽）の総授業時間数は 836 時間であったが、平成 10 年（1998 年）の改訂では 716 時間まで大幅に削減
されている。 
3 Alain Kerlan, Samia Langar, 2015, Cet art qui éduque, yapaka.be.p8-9.「手段にしたい芸術は芸術自
体でないもの、芸術自体の目的でないものにしか適用されないし、行き過ぎたロマン主義は芸術を有り余
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関与の必要性を根拠づけ、同時に芸術の自律性を尊重する姿勢から「芸術への教育」という
標語が掲げられるに至った。「芸術への教育」とは、いわば「芸術そのものが目的」となっ
た教育であるが、ここで言う「芸術」の概念はきわめて広義であり、それは具体的な芸術的
知識から、「美的なるもの」という抽象概念にまで及んでいる。こうしてフランスの芸術教
育政策は、「芸術による教育」と「芸術への教育」とを同時にバランスよく行い、芸術的教
養を備えた未来の国民を育てるという「大きな志」を抱くものとなった。 
この「大きな志」は 2013 年に現実的な施策（「芸術文化教育パルクール」PEAC）として制
度化されるに至ったが、第一章では教育政策と文化政策との関係性の変遷を軸に、その過程
を考察する。第二章、第三章では、2000 年以降の芸術教育改革を特徴づける芸術活動の実
践事例を取り上げ、現代フランスの芸術教育の特質を実践面から解明することを試みる。そ
こでは子どもの「美的経験」を重視する独自の方法で実践が展開されている。フランスの芸
術教育において「美的経験」という中心概念はどのように派生し、展開したのであろうか。
第四章では、これらの実践を支える教育の理論基盤の形成について、A.ケルラン（Alain 
Kerlan, 1948-）の論考を参照しながら考察する。アラン.ケルランはフランスの哲学者であ
り、教育哲学と教育思想史を専門としている。現在の彼の研究領域は哲学と教育学、あるい
は芸術と教育の交差する所に位置し、子どもの教育における美的次元での理論と実践の指
導および研究を行っている。フランスにおける芸術教育の特質について、「制度的展開」と
その機動力である「理論的展開」そして現実的な「実践の展開」から解明を試みる本論文で
は、哲学者としての思索を背景に、理論的な説得力でもって現実的方策を教育現場に浸透さ
せようとするケルランの理論を手掛かりとしていく。 
第五章では、フランスの芸術教育の根源としての「美的経験」の特性と教育力およびその
担い手としての参与アーティストについて考察する。これらの作業を通して、芸術自体が持
つ教育力に信頼をよせ、その自律性を担保するフランスの芸術教育を主導するのは「芸術自
体」であることを示す。それは「教育する芸術」と換言することが可能であり、ここに芸術
と教育の新たな関係性を見ることができる。本研究はこの関係性の中から芸術教育の一つ
のあり方を示し、理論と実践の接続に苦慮するわが国の芸術教育に有意義な示唆を与える
ことを目的としている。 
 
 
Ⅳ 論文の要約 
 
第一章：近代フランスにおける芸術教育政策の展開 
フランスの芸術教育はいくつかの転換期を経て現在の「学校教育の中心」へと位置付けら
れるに至った。第一章ではその変遷について、芸術教育政策と文化の民主化政策との関係性
の展開を基軸として解明した。 
                                                        
る美徳で飾り過ぎた挙句、芸術をそこねてしまう。」 
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フランスにおいては、1882 年の義務教育制度の確立4から 80 年以上、教科としての芸術
教育という概念は希薄なものであった。芸術活動は小学校の正規の学習プログラムの最下
位の「お裁縫（女子のみ）」のさらに下に配置され「デッサン・初歩音楽」という名称で行
われていたが、その授業時間は必ずしも保障されるものではなかった。変化の発端となった
のは 1968 年に開催された全国シンポジウム「新しい学校のために」であった。学校教育において
初めて「芸術的な目覚め」が重視されるカリキュラムの制定などいくつかの改革が試みられたが、
1970 年代を通して芸術教育の具体的内容に進展は見られなかった。 
その局面の打開策となったのは、文化省と教育省との協力関係の締結（1983 年）であり、
それは両省共同プログラムによる芸術教育カリキュラムの実践を可能とした。そのキーパ
ーソンは F.ミッテラン政権下で文化大臣を務めた J.ラング（J.Lang）であった。ラングは
広義な「文化」概念を持ち、文化大臣として大衆的な文化を支援することで文化の民主化を
図り、教育省と連携することで芸術教育の民主化に寄与した。この過程で芸術教育活動の内
容も増加し、多分野のアーティストが芸術教育に関わるようになった。そして、1988 年に
は「芸術教育法」によって芸術教育に関する規定が体系化され、1989 年以後、「すべての子
どもが自分の好みに応じて芸術実践ができること」を目標にアトリエの配備も進められた。 
フランスの芸術教育におけるラングの功績は大きく、その後教育大臣（1988 年-1993 年、
2000 年-2002 年）になった彼は、「芸術文化教育構想 5 カ年計画 2000」において政策方針
と決意を表明した。それは「芸術作品、実践へのアクセスの不平等を解消することにより芸
術文化に開かれ、より教養ある新しい世代の若者を育成すること」および「子どもや青年の
調和的な開花による感性的かつ創造的知性の育成のために、学校は児童・生徒が芸術や文化
と個人的関係が持てるようにすること」であった。これに基づき具体的な施策が講じられ
た。 
まず 2001 年に、学校教育に「芸術文化プロジェクト授業 PAC（classes à projet artistique 
et culturelle）」が導入された。教員がアーティストあるいは研究者などの協力を得ながら、
年間スケジュールとして組み込む授業で、保育学校、小学校、中学校、職業高校において開
始された。2013 年以降は「芸術文化教育パルクール  PEAC（Parcours d’éducation 
artistique et culturelle）」がシステム化された。全ての子どもが保育学校からバカロレアま
で、自身の芸術教養の長期的学習計画を保護者・教師と共に立てる。これは、教科として扱
われ、各学習期ごとに確認・評価され、個人の経歴として積み上げていくものである。1980
年以降、多角的側面から整備され展開されてきたフランスの芸術文化教育は、文化政策と協
働することによって重要な国家推進政策として前進してきた。 
	
第二章：アーティスト・イン・レジデンスによる芸術活動・芸術教育実践  
第二章では、「学校参与アーティスト」による教育実践の中でも特に 2000 年以降の新た
                                                        
4 フェリー法の成立（1881-82）第三共和政下でフェリーは首相（1880-81 年、 1883-85 年：芸術大臣兼
務）と教育大臣（1880-81 年、1882 年）を務め、フランスにおける義務教育を確立した。 
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な制度であるアーティスト・イン・レジデンスによる実践例を取り上げる。1980 年代より
制度的に整備されてきた学校参与アーティストは、フランスの芸術教育を特徴づける存在
である。彼らは教育に寄与するアーティストであるが、職業アーティストであり、いわゆる
教師ではない。アーティストは子どもとの芸術活動において子どもをさらには教師を「美的
な」経験に導く存在であると位置づけられている。2000 年度に始動した「芸術文化教育構
想」のキー概念である「美的経験へのアクセス」の実現のためには個人的な手法と芸術世界
をもつプロのアーティストが芸術教育に関わることが必然とされたのである。その実施形
態のひとつが本章でとりあげるアーティスト・イン・レジデンスである。学校の敷地内にア
トリエが与えられ、教育に関わりながら自身の創作活動を行うアーティストであり、その制
度はフランス全土で定着、拡大している。 
本章では、2002 年からリヨン市が行ったアーティスト・イン・レジデンスによる芸術活
動•芸術教育の実践を分析・考察し、その特徴を明らかにする。10 人のアーティストが市内
の 10 施設（保育所、保育学校）において、週 12 時間の芸術活動を 3 年～4 年間継続して
行うというものであり、本章ではその中の代表的な 3 人のアーティストのアート空間、子
ども達との関わり、子ども達の変容を焦点に考察する。このような芸術活動において子ども
達は、最初はアーティストの手法に惹き寄せられ、それが創作の動機となったとしても、創
作活動の過程で素材や構造の関連性、関係性について主体的に探り、自分と折り合う全体的
な統一体、つまり自分の作品を構築していく。そして、自分の感じることや創作物に対して
他人の視線を向けさせ、お互いに共感を覚える様子が伺われた。 
 
第三章：地域芸術文化施設との連携による芸術活動•芸術教育実践 
学校参与アーティストは「芸術・文化プロジェクト授業（PAC）」の中心的な存在である
が、その関与形態は前章で取り上げたレジデンスの他、より一般的なものとして校区の芸術
文化施設の教育プロジェクトからの要請によるものが挙げられる。文化施設の教育プロジ
ェクトとは学校教員が授業内容とアート（あるいはアーティスト）との連携関係を構築し、
他教科との繋がりを探りながら年間のスケジュールを組み、文化施設の全面的な協力を得
て実施するというものである。 
2001 年の「芸術・文化プロジェクト授業（PAC）」導入以降、フランスの各地で地域性を
活かした実践がなされているが、その実践例として、ペリグー地域圏の小学校低学年児童を
対象に旧石器時代を主題として展開された縦断的授業（2006 年−2007 年）に着目する。「プ
ロとの出会いによって刺激的な時間を期待し、芸術文化経験をさせ、知識領域との架け橋を
なす」という PAC の目的に応えた本実践からは、子ども達が持つ「イメージの本質を感じ
取る感性」と、それを梃子として発揮される豊かな想像力が確認された。 
第二の例として、乳幼児を対象にした舞台芸術の実践を取り上げる。フランスの芸術文化
教育は 2017 年には 0 歳からの芸術的な目覚め活動に分野を拡大した5が、その先駆的な活
                                                        
5 文化通信省と家族・幼児・女性権利省間の協定書（2017.3.20）Protocole d’accord du 20 mars 2017 
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動として 2002 年より開始されたのが 0 歳から 6 歳の子どもを対象とした「はじめての出会
い −アート・乳幼児期・生のスペクタクル− ヨーロッパ・ビエンナーレ・フェスティバル」
であった。フェスティバルの主催者であり俳優・演出家の A.デフォス（A.Desfosses）は、
ごく幼少の子ども達について「大人のように解釈はできなくても、スペクタクルが提供する
情緒、美の時間を同様に楽しむ」6と述べ、乳幼児の高い鑑賞能力を評価している。 
  
第四章：現代フランスの芸術教育実践とその理論的基盤 
第二章、第三章で取り上げた芸術実践活動例において、共通して見られた子どもの一連の
行動にある集中力と真剣さは、子どもが遊びに持ち込むものと同じもので、「美的行動」「美
的経験」への入り口であり、ケルランは芸術教育におけるその重要性を指摘する。しかし、
教育における「美的なるもの」は、フランスにおいてごく近年まで「不信や疎外」の対象で
しかなかった。第四章では、教育における「美的なもの」に対するフランス特有の思考とそ
の変遷をたどり、現在のフランスの芸術教育の中心的概念となった「美的経験」の派生とそ
の理論的展開を考察する。	
	 フランスにおいては、「教育における芸術とアーティストに対する不信や疎外」と同時に
「美に対する極端に高い評価」というプラトンにまで遡る「アンビヴァレントな芸術に対す
る思考」が存在していた。この両義性こそが、芸術と教育の接合を困難なものにしていた。
さらには、「教育における二元論」も深く根付いていた。ケルランはフランスにおける教育
の思考や実践は、「主体と客体」「叡智と感覚」「身体と精神」という二元論から逃れること
は非常に困難であったとする。そして、これらの数世紀にわたるフランス文化と教育全体に
浸透していた「美的パラダイム」の転換が今日のフランスの芸術教育実践を可能にしたとい
う見解を示す。	
	 教育におけるこれらの「美的パラダイム」の転換は、教育の不平等対策として教育政策に
文化と芸術を取り入れたことを契機に始まった。学校教育に対する「社会的批判」に加え、
「芸術的批判」が一般化し、教育における芸術とアーティストに対する「不信や疎外」は「学
習に役立つ手段」へと変化する。そして、学校教育形態に固有の精神的活動と身体的活動の
分離という二元論や強固な主知主義を打破し、感覚の復権を目指す。ケルランはシラー
（Schiller）による『人間の美的教育についての書簡』（Über die ästhetische Erziehung des 
Menschen.In einer Reihe von Briefen, 1793-1795）がこのパラダイム転換の重要なステップとな
っていると指摘する。シラーは人間性の対立する二元的根基である理性と感性の調和融合
を人間性の理念とし、それは美と芸術によってなされるとした。人間性を考察するシラーの
書簡は今日なおアクテュアリティを持つとケルランは評価する。一方でシラーの影響を強
く感じさせる「芸術は完璧な唯一の教育であり、教育の理念の全面的な実現への唯一の道な
のだ」とする 1968 年に動き始めた芸術教育理論の動向についてケルランは、教育における
                                                        
6 2015 年 5 月 9 日第 68 回日本保育学会（椙山女学園大学）にて開催された国際シンポジウムにて発言。 
 8 
美的パラダイムの「転換」というよりは美的パラダイムの「潜在的な進化」と位置付ける。
その根拠として「感性の復権をめざすロマン主義的芸術論は、二元論の克服を企図しなが
ら、逆に感覚の精神化に陥り、結局、精神的な感性であり続けた」という R. ルグロの指摘
を挙げる。 
この「感覚」の唯心論的傾向の回避の方策を、ケルランは J.デューイ（J.Dewey）のプラ
グマティズム7に求める。デューイのプラグマティズムはありふれた日常的な経験が美的な
性質をもつ過程を重視し、「ありふれたことを美的にする」というロマン主義とは逆の道を
たどるのである。感覚と感性の復権という芸術教育思想は、こうしてプラグマティズムにそ
の基盤を見いだすことができた。以上の考察から、プラトンから続く芸術とアーティストに
対する不信と賞賛という「両義性の融合」と「教育における二者択一的な二元論」の克服に
よって、美的経験を重視するフランスの芸術教育理念が実践へと具現化され、その過程で
「芸術やアーティスト」が教育の核心になり得たのであった。 
 
第五章 芸術教育の根幹としての美的経験  
「ありふれたことを美的にする」という美的行動、美的態度とは、デューイによれば、「自
我と対象との相互作用と相互適応」にあるという。その現象について J.M.シェフェール8
（J.M.Schaeffer, 2005）は「美的行動に包まれた認識活動は、情緒的に満たされて、それが
引き起こすことができる喜びでより価値を高める」（p.15）もので、それはごく日常的な生
活体験である人間の普遍的基本的行動に付随しているものだ。したがって芸術教育の教育
的側面は「人間性、人間であるという精神的機能にそなわる資質の開花に託された仕事であ
り」、それは「世界とのつながり方の習得」であるとする。 
今井（2017,p21-22）もまた、美的経験が子どもにもたらす可能性について言及している。
美的経験とは「外界の様々な刺激を自分の中に取り込んで、咀嚼し、自分自身を変化させて
いくという過程」であるが、この過程で子どもは「物の見方」を習得する。「物の見方は単
に情報として受け取れるパッケージのようなものではなくて、自分自身の変容を必要とす
る」とし、「聡明さ」とは「その物の見方をより聡明なものに変容させる」能力であるとし
ている。これらの言及からは、幼年期を美的経験涵養の最重要期と捉え、真の教育的使命達
成の基盤として認識することの意義が導き出される。 
ケルランは、このような教育における美的経験論は、ドイツの解釈学者 H.G.ガダマー
（H.G.Gadamer）が論究する人間学的経験としての美的経験論によって補強されると述べ
る。ガダマーは『美のアクチュアリティ』(Die Aktualität des Schönen, Kunst als Spiel, 
Symbol und Fest, 1977)において、美的経験の原点として、象徴、遊び、祝祭を考察の対象
                                                        
7 John Dewey(1934), Art as experience, Chapter Ⅲ “Having an Experience”『経験としての芸術』第３
章 
8 Jean-Marie Schaeffer(1952-) ルクセンブルクの哲学者（美学、芸術学）。社会科学高等研究院（École 
des hautes études en sciences sociales=EHESS）教授。 
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としている。ケルランは象徴とは言わば自己探求であり、遊びは共有と対話であり、祝祭は
想像・創造に関わる時間であるとする。そして、アーティストの仕事と子どもへの働きかけ
はこれらに集約されることを指摘する。 
実際アーティストは、その制作過程において、自己の内面に問いかけ自分と折り合う全体
的な統一体を構築することを追求する。アーティストの持つこの内面性は、「遊び」や「祝
祭」を通して子どもと共に実践する芸術活動において、アーティストが子ども自身の自発性
を受容し子どもの内面的な対話者となることを可能にする。この過程において子どもの美
的経験が成立するのであるが、それを誘発する仕掛けが参与アーティストの手法であり空
間であり、さらにはアーティストの存在そのものなのである。このようにアーティスト（あ
るいはアート）の自律性および内在的な価値を担保する現代フランスの芸術教育は「芸術そ
のものが持つ教育力」をその原理としているのである。 
 
 
Ⅴ 結章の要約（現代フランスの芸術教育の特徴と今後の課題） 
 
１.現代フランスの芸術教育の特徴 
2013 年に制度化された「PEAC（芸術文化教育パルクール）」は、保育学校から高等学校
までの就学期間中、美的経験を通して、個々人が芸術的教養を継続的に積み重ねていくこと
ができるようにすることであり、その根底にあるのは、「各人を作品生産者のアーティスト
にすることではなく、全ての子どもが人間性の成就に関わる本質的な領域を培うこと」
（Kerlan,2015,p28）である。 
その成立経緯を確認すると、歴史的に相容れ難いとされていた「芸術」と「教育」の関係
性が「文化の民主化」の過程の中で変容を遂げたことが明らかとなった。文化の民主化を実
現するためには、「芸術による教育」が必須とされ、それは芸術文化教育として 1980 年代
以降、そのあり方が模索された。その中で形成された「芸術の自律性」に「教育力」を期待
する思考は芸術そのものを目的とする「芸術への教育」という概念を派生させた。この「芸
術への教育」という思考は、学術的な芸術作品の理解を目的とした芸術史の必修化と子ども
の美的経験を重視する芸術活動という現代フランスの芸術教育の特徴を決定づけた。こう
してフランスの芸術文化教育は、「芸術による教育」を「芸術への教育」という手法を用い
て行うというものとなった。 
この手法の実現に欠かせない仕掛けが参与アーティストである。アーティストは学校の
外部から「遊び」「象徴」「祝祭」に集約される自身の芸術世界を持ち込み、それを子ども達
と共有することによって、子どもの美的経験を誘発し、芸術そのものへの理解へと導き、最
終的に子どもの人間性の本質的な領域を培う存在である。このように芸術自体が持つ教育
力に信頼を寄せその自律性を担保するフランスの芸術教育を主導するのは芸術自体であり、
それは「教育する芸術」といえよう。ここに芸術と教育の新たな関係性を見ることができ、
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わが国において必要とされる「芸術と教育の関係性の問い直し」へ示唆を与える。 
 
２. 今後の課題 
今後の課題として、二つの点を挙げる。第一に、本研究においては、2013 年より開始さ
れた PEAC（芸術文化教育パルクール）の具体的な実践の把握が必ずしも充分ではなかっ
た。PEAC がその開始から５年が経過したことを受け、その実践経過を検証し、現時点での
評価を行うことが急がれる。第二に、フランスの芸術教育の教育学的理論と実践を解明する
ことにより、教育と芸術の新たな関係性を示すことはできたが、それはわが国の芸術教育の
あり方への示唆にとどまった点が課題である。わが国の芸術教育の理念や目的に対する具
体的提言を行うことを今後の課題としたい。 
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